
※しばらく続く中国景気減速、米国利上げ可能性で混乱する景気に振り回されず、国内需要創造にどれだけ取り組めるか？

・7月雇用 +21.5万人 好調

・7月完全失業率5.3％
・見込/7月新車販売 前年同期比3.2％増 年率1720万台

・見込/GDP4-6月 2.6％増

欧

州

中国 米国

新興国＆資源輸出国等

●1分で見る世界景気／2015年8月後半から見た9～10月の動向

日本

・国内需要の創造による景気回復なるか

●生産調整本格化 ●ＦＲＢの9月利上げは中国ショックで先延ばしか？

・中国ショック、米国利上げ可能性

からの影響を排除できるか？

ギリシャ問題は小康状態

ウクライナ問題

●緩和で時間稼ぎ
→内需拡大へ
・新たな緩和も！

●4-6月GDP実質1.6％減（年率、前期比）

・海外の影響で輸出減等で穏やかな回復、踊り場に

●東南アジア各国で新車販売低迷
・マレーシア、タイ

・インドネシア 4-6月二輪車販売台数減

・株価急落
・ガソリン価格下落
・イタリア、スペイン構造改革進展

●欧州中銀
量的緩和

2015.8.28（株）ＴＳＯＮ

経済実態不明で、進む不安感
景気対策打ち出せるか

・9月利上げがあるか？

●雇用と設備投資は堅調
●ガソリン下落
●企業業績の好調
●中国景気減速
●海外の影響で輸出鈍く

●トルコ、ブラジル、南アフリカ

⇒景気低迷、高いインフレ率、利上げ

●元切り下げ

⇒株価暴落

⇒利下げ

中国景気減速、米国利上げ可能性に翻弄される状
況が続きそう


